
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：（宇部市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：宇部市 

 

 

 ３ 調査圏域：宇部都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：令和３～４年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本業務は、宇部市都市計画道路における長期未着手路線に対し、『都市計画道

路の見直し』の検討を行ったものである。過年度に「概成済」「未整備」区間を

中心に設定した２１路線（４３区間）を検討対象路線（区間）とした。 

各路線における将来交通量を予測するため、Ｈ２７ベースにおける現況再現を

行うとともに、都市計画道路が整備された状態における将来交通量の予測を行

い、自動車交通需給バランスの確認を行った。 

令和４年６月に策定された「宇部市都市計画道路見直し基本方針」に基づき、

都市計画道路の見直しを行った。「路線機能の評価」より、各路線の「必要性が

高い・低い」の判定を行い、「必要性が低い」と評価された路線については、「計

画廃止時の影響確認」を行い、廃止時の影響が小さい場合は「廃止案」とし、廃

止時の影響が大きい場合は、その影響を回避・最小化するための変更計画案につ

いて検証を行い、可能であれば「変更案」、困難な場合は「存続案」と判定した。 

これら見直し案については、各種委員会において専門家・関係機関の意見を図

りながら検討を行った。 

 

 

 

 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：（宇部市）総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１. 業務概要 

1-1 業務の目的 

1-2 業務概要 

1-3 実施手順 

２. 企画準備 

３. 都市計画道路の現状と必要性検証 

3-1 都市計画道路の交通量推計 

４. 未着手都市計画道路等の整備必要性検証 

4-1 都市計画道路の課題整理 

4-2 都市計画道路カルテの作成 

５. 都市計画道路見直し方針の検討 

5-1 全域的な都市計画道路見直しの方向性検討 

5-2 「廃止検討路線」周辺の市街地状況等の整理 

5-3 「廃止検討路線」の見直し理由の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

宇部市都市計画審議会（審議会） 

（会長：山口大学教授 榊原 弘之） 

 

 

宇部市都市計画審議会 都市計画道路見直し専門分科会（分科会） 

（会長：山口大学教授 榊原 弘之） 

 

 

宇部市都市計画審議会 事務局 

（宇部市 都市政策部 都市計画課） 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ４ 委員会名簿等： 

■宇部市都市計画審議会 委員 

氏  名 職  名 備 考 

榊原 弘之 山口大学大学院創成科学研究科教授 
学識経験者 
（会長） 

前村 きみこ 宇部市商工会議所女性会直前会長 学識経験者 

岡田 保子 宇部市農業委員会委員 学識経験者 

酒井 智恵 宇部環境技術センター業務課長 学識経験者 

斉藤 信之 山口県建築士会宇部支部常任理事 学識経験者 

鴻池 博之 宇部市議会議員 市議会議員 

田中 文代 宇部市議会議員 市議会議員 

山田 直也 
国土交通省 中国地方整備局 
山口河川国道事務所長 

関係行政機関 

坂本 匡規 山口県宇部土木建築事務所長 関係行政機関 

田中 久子 市民 市民 

三浦 房紀 
NPO 法人 防災ネットワークうべ 理事長 
（山口大学 名誉教授） 

臨時委員 

鈴木 春菜 山口大学大学院創成科学研究科准教授 臨時委員 

小林 剛士 山口大学大学院創成科学研究科准教授 臨時委員 

大下 政之 宇部警察署交通官 臨時委員 

 

■宇部市都市計画審議会都市計画道路見直し専門分科会 委員 

氏  名 職  名 備 考 

榊原 弘之 山口大学大学院創成科学研究科教授 
学識経験者 
（会長） 

山田 直也 
国土交通省 中国地方整備局 
山口河川国道事務所長 

関係行政機関 

坂本 匡規 山口県宇部土木建築事務所長 関係行政機関 

三浦 房紀 
NPO 法人 防災ネットワークうべ 理事長 
（山口大学 名誉教授） 

臨時委員 

鈴木 春菜 山口大学大学院創成科学研究科准教授 臨時委員 

小林 剛士 山口大学大学院創成科学研究科准教授 臨時委員 

大下 政之 宇部警察署交通官 臨時委員 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本業務は、宇部市都市計画区域における将来交通需要の予測に基づき、都市計

画道路の見直しの検討を行うことを目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

１）都市計画道路の見直しフロー 

『宇部市都市計画道路見直し基本方針』（令和４年６月）に基づく、見直し

方針における検討フローを以下に示す。 

本業務では、見直し対象となる 21 路線（43 区間）において、『(2)路線機能

の評価』及び『(3)必要性の評価』より「存続候補・廃止候補」を判定し、    

「廃止候補」路線に対し、『(4)見直し方針案の検証・決定』を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２）路線機能による評価 

見直し対象となる 21 路線、43 区間において、道路の持つ交通機能、空間機

能、市街地形成機能の各検証項目の該当の有無を確認し、全 14 項目のうち過

半より大きい 8 項目以上の該当で必要性が高い、7 項目以下で必要性が低いと

判定した。 
▼必要性の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３）見直し方針案の検証・決定（廃止候補） 

『(2)路線機能の評価』及び『(3)必要性の評価』より「廃止候補」と判定さ

れた 31 区間について『(4)見直し方針案の検証・決定』を行った。 

検討の結果、2 区間が「存続案」、1 区間が「変更案」、28 区間が「廃止案」

として判断された。 

 
▼見直し方針案の検証・決定（廃止候補） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


